
－1－ 

 

7/30～8/1 ご取材のお願い 
 

2019 年 7 月 18 日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会  

産業振興センター 

小学生の“夏休みの宿題・自由研究”を支援する学習・体験イベント 

第 5回「夏休み 2019宿題・自由研究大作戦」in 東京 

～プログラミングや SDGs、防災をテーマにした体験が出来ます！～ 
 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、7 月 30 日（火）～8 月 1 日（木）の 3 日間、

「東京流通センター」（東京都大田区平和島 6-1-1）で、“小学生親子”を対象とした学習・体験型イベン

ト第 5 回「夏休み 2019 宿題・自由研究大作戦」in 東京を開催します。 

 

このイベントは、“個人”“組織”“社会”の視点で新たな価値を創造する『KAIKA（カイカ）経営』を

推進する日本能率協会が、小学生の夏休みの宿題や自由研究の支援を目的に毎年東京や仙台で開催して

います。東京会場では、合計 49 の企業・団体および官公庁が、サポーターとして学習・体験プログラム

を提供します。ブース来場者は、各ブースで夏休みの宿題・自由研究のヒントを得たり、ものづくりや疑

似体験を出来るのが特徴です。 

 

夏休みの宿題・自由研究に関して、小会が本年 7 月に実施した調査では、「お子様が夏休みの自由研究

に取り組むにあたり、テーマ決めのきっかけづくりとして、何を活用するか」という質問に対し、「イベ

ント等での体験活動」が最も多く、6 割超という結果が出ました。親として、テーマを決めるにあたり、

幅広い選択肢を与えながら、自由研究を進めていって欲しいということが見受けられます。また、「お子

様にやってもらいたい自由研究は何ですか。」という質問（自由記述回答）に対し、「プログラミング」と

いう回答が 2 番目に多い結果となり、AI/IoT 時代におけるプログラミングニーズに対する関心の高さが

伺えます。e-Craft 運営チーム（NTT Docomo）、ソニー・インタラクティブエンタテインメント、富士

通オープンカレッジ F＠IT Kids Club ではプログラミングをテーマに体験プログラムを実施します。 

本イベントは、まさにこうした小学生親子の悩みを解消するものでもあります。 

お忙しいところ恐縮ですが、夏休みの“まち話題”として、ぜひご取材をたまわれば幸いです。 

 

＜開催概要＞                          

名  称 「夏休み2019 宿題・自由研究大作戦」in 東京 

開催期間 2019年7月30日（火）～8月1日（木） 全日とも9：00～16：00 

会  場 東京流通センター（東京都大田区平和島 6-1-1） 

主  催 一般社団法人日本能率協会 

後  援 東京都公立小学校長会 

来場対象 小学生とその保護者 

入 場 料 無料（スマホやタブレットからの事前登録が必要）※一部有料プログラムあり 

 

【本件に関する問い合せ先】  

 一般社団法人日本能率協会 広報室（担当：川村）〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22 

TEL：03-3434-8620 または 090-6038-4599 E-mail：jmapr@jma.or.jp 

 

ご取材のご案内や、サポーター企業・出展内容は次ページをご覧ください↓ 

 

N e w s  L e t t e r  
N e w s  R e l e a s e 

mailto:jmapr@jma.or.jp
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【ご取材のご案内】 

取材ご希望の方は、事前に右記フォームよりご登録ください。https://pro.form-mailer.jp/fms/a3a84ec3146693  

また、取材日当日は、お名刺2枚をお持ちの上、事務局にお越しください。プレスバッチを発行いたします。 

※会期前の登録が間に合わない場合は、当日受付もしておりますので、まずは事務局にお越しください。 

報道関係の皆様のご取材をお待ちしております。何卒よろしくお願い申しあげます。 

 
 
▼東京会場 サポーター企業団体（50音順） 
e-Craft運営チーム（NTT Docomo）、伊藤園、エス・ワイ・エス、海上保安庁 東京海上保安部、 

亀田製菓、カンコ―学生服、共立食品、クラシエフーズ、ケー・エフ・シー、香老舗 松栄堂、サンギ、

島津製作所、小学館の通信教育 まなびwith、小学館『小学8年生』、消費者庁、JS日本総合住生活、 

地盤ネット、ジャパンフリトレー マイクポップコーン、生活協同組合コープみらい、生協の宅配 パル

システム、世界の医療団、ソニー・インタラクティブエンタテインメント、第一パン、東京消防庁、東京

税関、東京都中央卸売市場、東洋大学、日本アセアンセンター、日本いけばな芸術協会、日本ガス機器検

査協会、日本新聞協会、日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）、日本非破壊検査協会、 

ネスレ日本（ネスカフェ ドルチェ グスト）、バンダイ、文響社 うんこ事業部、法務省人権擁護局、 

保険見直し本舗、マクセルホールディングス、毛髪クリニックリーブ21、森永乳業、ローム 

（わくわく教室のみ）加工食品食育推進委員会、夏休み宿題・自由研究大作戦事務局、 

富士通オープンカレッジF＠IT Kids Club、J-オイルミルズ 

 

▼わくわく教室（ステージプログラム）のご案内（一部抜粋・参加無料） 

この夏、つよいカラダをつくろう！ 

小橋建太さん（元プロレスラー）がプロレス流エクササイズを実技指導！ 

参加者にはオリジナルタオル プレゼント！ 

 

提供元（夏休み宿題・自由研究大作戦事務局） 

 

【日時】7月31日（水）11:00～  【定員】親子50組100名 

 

※わくわく教室（ステージプログラム）の詳細は下記よりご覧ください 
https://jma-wakuwaku.com/tokyo/stage.html 

 

▼主な出展内容（一部抜粋） 

１．プログラミング教材embot でオリジナルのロボットを作ろう 

e-Craft運営チーム（NTT Docomo） 

 

内容：「embot」は、ダンボールを使って、自由な発想で自分だけのロボットを組み立て、 

タブレットのプログラミングを使用して操作するロボットです。作ったロボットの 

ダンボール部分は、家に持って帰ることができます。自分で作ったロボットを動かす 

ことで、身の周りの様々なプログラミングで動いている物を身近に感じることができます。

オリジナルロボット以外に、自由研究レポートも同時に作成予定です。そのまま学校に提出

できるかもしれません！ 

 

２．制服の余り布でお守りを作ろう！  ～インスタ映えする巨大制服も展示します～ 

カンコ―学生服 

 

内容：学校の制服をつくる製造過程でどうしても残ってしまう「余り布」をつかって、自分だけの

オリジナルのお守りを作ります。 

カンコー学生服の学生工学研究所より「ものづくり」についての話を聞いた後、自分の好き

な生地「余り布」を選びます。「余り布」にお願い事を書いて、針や糸を使わずに、お守りを

作る体験が出来ます。楽しくエコについて考えるきっかけになります。 

https://pro.form-mailer.jp/fms/a3a84ec3146693
https://jma-wakuwaku.com/tokyo/stage.html
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３．あなたの土地を採点！ｉＰａｄ（アイパッド）でわかる自分のジバン 

  地盤ネット 

 

内容：当社のオリジナルサービスである「地盤カルテ」で、地盤リスク情報を点数化しています。

自分の家や学校の「ジバン」はどうなのかを調べてもらいます。 

お住いの地域のジバングーマップ（防災地図）などもお配りします。 

 

クイズ！あなたの知らない「ジバン」の世界 

地盤ネット 

 

内容：テーマパークや観光地など、子ども達に馴染み深い場所を例に、ジバンに関するクイズを 

用意しました。楽しみながら知識を深め、防災意識を向上できます。 

 

ジバンを揺らしてみよう！地震が起きたら家はどうなる？ 

地盤ネット 

 

内容：地盤に見立てた実験キットを用意し、地震が家に与える影響や液状化の仕組みを目で 

見て、体感することができます。 

 

 

４．ロボットトイtoioTMで身の回りに隠された『プログラム』を探してみよう～ 

ソニー・インタラクティブエンタテインメント 

 

内容：toioTMの専用タイトル「GoGo ロボットプログラミング 〜ロジーボのひみつ〜」で、 

プログラミングの基本要素［ 順次・分岐・反復］を楽しみながら身につけます。 

また、身の回りにある、身近なプログラムについて探索します。 

 

５．いけばなを体験してみよう（お持ち帰り剣山付き） 

日本いけばな芸術協会 

 

内容：手ぶら&30分で日本の伝統文化「いけばな」を体験できます。 

経験豊富ないけばな講師がお子様の自由な発想を生かしつつ、初めてでも楽しめる 

ワークショップ形式でレクチャーします。 

また、「いけばな研究シート」を用意しておりますので記入するだけで自由研究は完成！ 

さらに、テキストや生けたお花、花留め（※剣山）はお持ち帰りいただけるので、自分で 

もっと深く掘り下げたり、自宅でまた花を生け、移りゆく植物の命を感じ、養う体験をする

ことが出来ます。 

 

※剣山（けんざん）…花を生ける時の道具で、長さ1センチくらいの針が一面についています。 

この針に花を刺して固定します。講師陣は安全に注意して指導いたします。 

 

 

 

各サポーターが提供するプログラム詳細は 

公式サイト https://www.jma-wakuwaku.com/ をご覧ください。 

 

https://www.jma-wakuwaku.com/

